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＜概要＞	
 

	
 本研究では、特別支援学級児童の人間関係形

成力の向上を目指した、特別支援学級児童が交

流の場の運営を担うような交流及び共同学習の

授業を開発・実践し、考察することでその成果

と課題を明らかにすることが目的である。	
 

	
 

	
 

	
 

	
 第 1 章では、特別支援学級における交流及び

共同学習の現状について論じた。その中でも、

「交流及び共同学習ガイド」の学校給食におい

て招く交流を行った実践例を取り上げ、「招く

交流」における課題と可能性について述べた。	
 

	
 第 2 章では研究の目的、方法について述べた。	
 

作成した12時間の授業を1つの単元構成として

実践した。特別支援学級児童の人間関係形成力

の向上を目指した、特別支援学級児童が交流の

場の運営を担うような交流及び共同学習の授業

を実践し、児童の発言や活動の様子、担任教師

からの指摘を考察することで、研究の成果と課

題を明らかにする。本来であれば、通常学級児

童の人間関係形成力の向上も目的としなければ

ならないが、本授業を行う学校では、授業時間

中に通常学級児童が関わることができない現状

であったため、本授業においては特別支援学級

児童を対象とすることとした。	
 

	
 第3章では、1章で明らかになったことから、

授業をどのように構成したのかについて述べた。	
 

	
 第 4 章では、本研究の目的に合わせた形式で、

授業の実際と考察を論じた。	
 

	
 第 5 章では、研究の成果と今後の課題につい

て述べた。特別支援学級児童が交流の場の運営

を担うような交流及び共同学習の授業を行った

ことで、特別支援学級児童が人のために何かす

ることの気持ちよさや、人に認めてもらうこと

の嬉しさなどを味わう機会になったこと、通常

学級児童にとっても、特別支援学級児童との関

わりを楽しんだり、特別支援学級児童を理解し

たりするきっかけとなったことを研究の成果と

して述べた。一方、授業を改善すること、本本

授業以外に特別支援学級児童が交流の場の運営

を担うような交流及び共同学習を開発すること、

授業の分析方法を改善すること、追跡調査をす

ること、の 4 点が今後の課題として挙げられた。	
 


